
市民後見人養成事業　事業概略図

  

　 協力

※１　基礎研修・実践研修については隔年で実施しているため、令和4年度は実施しない。（実績：平成29年度、平成31年度、令和3年度）
※２　広島市社会福祉協議会の実施する「かけはし」の生活支援員・「こうけん」の後見支援員として活動する。

市民後見人養成事業・
市民後見人候補者バンク
の管理委託

広 島 市

・ 市民後見人養成事業の実施主体

広 島 市 社 会 福 祉 協 議 会

広島市成年後見利用促進センター

・委託事業（市民後見人の養成や支援）の実施

市

民

基礎研修（※1）

（座学中心）

・市民後見概論

・対象者理解

・成年後見制度の基礎

・民法の基礎

・関係制度・法律

・市民後見活動の実際

・市町村の現状

実践研修（※1）

（実務）

・対人援助の基礎

・権利擁護活動演習

・家庭裁判所の役割

・成年後見の実務

・課題演習

・レポート作成

三 士 会 （ 弁 護 士 会 、 司 法 書 士 会 、 社 会 福 祉 士 会 ）等

・ 市民後見人の養成事業への協力

A 研修への講師派遣

B 検討委員会委員として参加

C 市民後見人への助言・支援（随時）

広島市市民後見人の養成等に関する検討委員会
・ 研修修了者のうち市民後見人候補者バンクへの登録を行う者を選考する。

・ 家庭裁判所から市民後見人候補者の推薦依頼又は市社協からの複数選任の申し出があった場合、市民後見人候補者

として推薦する者を選考する。

・ 基礎研修、実践研修を終えた市民のうち、選考を

通過した者を登録する。

・ バンク登録者は、福祉サービス利用援助専門員の

指導の下、認知症高齢者等の日常的な金銭管理

のお手伝いや支援等を行う(※２)ことにより、研修

で身につけた能力の維持・向上を図る。

・ スキルアップのためのフォローアップ研修を受講。

（令和4年度は4回実施予定）

広島市市民後見人候補者バンク

家 庭 裁 判 所

・ 市民後見人養成事業への協力（講師等）

・ 市民後見人候補者を、後見人として選任する。
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サポート・フォロー

・ 受任した市民後見人の実務上の相談に応じる。

・ 定期的な面談や後見事務の確認、助言等により

後見活動をサポートする。

バンク登録者

市民後見人候補者バンクを

管理する市社協に対して、

市民後見人候補者の推薦依頼
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後見人として選任

市社協によるサポート

市民後見人候補者を推薦することの

可否及び推薦する者の選考
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複数選任の意向
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